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建設交通部 道路建設課作 成 部 署

事 業 名 地 区 名 宮津市喜多～須津国道312号（宮津野田川道路）道路新設改良事業

概算事業費 約３４５億円 事業期間 平成６年度～平成２２年度

事 業 概 要 鳥取豊岡宮津自動車道は、鳥取市から豊岡市を経て宮津市に至る延長約120kmの
地域高規格道路であり、京都縦貫自動車道を始めとする高規格幹線道路と接続して
広域的な高速道路ネットワークを形成する路線である。
この内、宮津野田川道路は宮津と野田川間の山間部をバイパスするもので、京都縦
貫自動車道綾部宮津道路と接続して、府北部地域と京阪神地域や日本海沿岸地域と
のアクセス向上及び地域間連携の強化を図るものである。

目指すべき 日本三景の一つ、天橋立を有する宮津湾に流れる二級河川大手川と野田川に挟まれ
環境像 た自然豊かな山地をトンネルや高架橋で横断する高速道路であるため、これらの保

全と調和や市街地からの景観に配慮した計画を行う。

関連する 二級河川大手川河川激甚災害対策特別緊急事業：京都府
公共事業

評 価 項 目 環境
施工地の環境特性と目標 環境配慮・環境創造の

主要な評価の視点 ための措置内容 評価選定要否

○ ４地球温暖化(CO2排出量等) 現道の国道は、海岸に近い バイパスとして規格の高い
ルートを通っており、計画地 自動車専用道路を整備するた地

○ ３球 地形・地質 には自動車交通が通過できる め 交通の円滑化が図られ、 、
（ ）環 道路が無く、１日あたり24, CO2排出量 約5900ｔ/年

－境 物質循環 (土砂移動) 000台以上の交通量があるた の縮減が期待できる。
め、CO2排出量への配慮が また、｢金引の滝｣について・

○ ３自 野生生物・絶滅危惧種 必要。 は路線計画の検討時点から、
また、京都府レッドデータ 当該地形の流域に影響を与然

○ ３環 生態系 ブックに｢要継続保護｣とな えないよう平面計画やトン
っている｢金引の滝｣が近傍 ネル計画を行った。境

－その他 にあるため配慮が必要。

－ユニバーサルデザイン 大規模な高架橋や京都府管 トンネル工事の施工に当たり水
文調査を継続的に実施し「金引の理では最長となるトンネル

○ ３水環境・水循環 が計画されていることから、 滝」や用水に影響を与えないか監
視体制を強化し実施した。沿線の生活環境に影響を与

－大気環境 えることが予想される （ト。 また民家が密集する宮津側から
の掘削を避け、与謝野町側から一ンネル工事による地下水の

○ ３生 土壌・地盤環境 枯渇、施工時の騒音振動、 方向掘削を行い、騒音・振動への
配慮を行った。活 大量の掘削残土処分、高架

○ ３環 騒音・振動 橋による電波障害など） トンネル残土については他の公共
事業に有効利用を行った。また、境 これらについて特段の配慮

○ ３廃棄物・リサイクル が必要である。 トンネル施工において排水の中和
処理や粉じん対策を実施した。

○ ３化学物質・粉じん等 高架橋工事については、電波障害
が発生する可能性があるため着工

○ ３電磁波・電波・日照 前に事前調査して必要に応じて対
策を講じることとしている。

－その他

○ ４景観 天橋立を有する宮津湾に近 高架橋の設計にあたり地域
く高架橋の設計に当たっては のランドマークとなるＶ型橋地

－域 里山の保全 景観に配慮する必要があっ 脚の採用や塗装の色彩にお
た。 いて景観に配慮した。個

○ ３性 地域の文化資産 また計画地に地元寺院の参道 また地元寺院の参道を確保
があり地域の信仰対象に対 するよう道路計画に配慮を・

－文 伝統的行祭事 する配慮が必要。 行った。
また、大規模事業を円滑に 開かれた公共事業を目指し化

○ ５環 地域住民との協働 進めるため、地域住民への 工事内容を紹介する「かわ
ＰＲが必要。 ら版」を47号発行した。ま境

－その他 た、地元住民団体はもとよ
り府下全域から広く見学者
を受入れ、長大トンネル工
事だけでも約2,800人に至
った。


